
  

【ご案内】 

「セミナー 中華文明と日本」（全５回） 

 ４千年にわたる中華文明を概観し、その間における日本文化への影響および日本文化との比較等

について考えます。 

実施日 ２０２３年５月～２０２４年１月、隔月の日曜日に開講。 

   第３回 ９月２４日   第 4回 １１月１９日   第５回 １月２１日  

いずれも、午後２時～３時３０分迄で、講義と質問や意見交換です。 

講 師 土屋侯保先生（本会名誉会長・元大和市長） 

会 場 生涯学習センター大会議室ほか   聴講料 無料（但し、事前申込を！） 

受講申込 石井 ☏ ０８０－５０２６－０１７７ 途中からの参加も可 

 

民間人の往来の活発化を 

副会長 高木 佑三 

8 月 12 日は、「日中友好条約」締結 45 周年記念日でした。 

8 月 10 日に東京で鳩山由紀夫元首相、中国呉江浩中日大使、ほか日中関係者が多数出席して記

念集会が開かれました。私も本集会に注目していました。新聞報道によれば、この集会で日中の

代表が共に、「日中共同声明」と「日中平和友好条約」の初心の精神に立ち返り、友好関係を強化

し相互の交流を深めて両国の発展を促進すべきことが、共通認識として確認されていました。ま

た、日本の専門家や学者及び中国と親交を抱いている「友好人士」も、両国の健全な発展に努力

すべきであると強調していました。 

実際、最近の日中関係の情況は正常とは言い難く、いくつもの課題が存在します。例えば、 

(１)日本が半導体製造機械、製品の輸出管理を厳格化した問題、（2）東京電力が原子力発電処理

水を海洋放出したことに中国が反発し、日本の全水産物及び加工品を禁輸した問題、（3）中国が

7 月から実施を開始した「反スパイ法案」に日本人が不安を感じることによる訪中機会の減少、

投資の減少、中国からの企業の撤退が進んでいる問題、（4）中国のレアーメタル（稀少金属）輸

出制限を強化した問題、（5）両国の人事往来に対する渡航制限問題。本件は 3 年前、新型コロナ

感染拡大により 2020 年 3 月、両国とも滞在 15 日以内のビザ免除措置を中止していました。 

本年 7 月 23 日、中国政府はシンガポール、ブルネイに対して中止していたビザ免除措置を解禁

しましたが、日本に対しては今でも解禁しないで中止が続いています。このビザ免除措置は多方

面にメリットがあり、大多数の日本人観光客がこの措置を利用して訪中していました。また企業

人もこの日数で 2～3 件の商談が可能であり、便利であったので多く活用していました。しかし残

大和地区日中友好協会だより 

          令和５年度第３号（２０２３年９月７日 編集・発行）       

（編集） 事務局 



念なことに現在、中国への渡航ビザの取得手続きは以前より煩雑・複雑化し、時間を要すること

になったので訪中を控える人も出てきています。また中国が 8 月 10 日から日本への団体旅行を解

禁したことで訪日客数の増加が期待されましたが、上記（2）の原子力処理水問題に関して対日感

情が悪化し、期待していた程増えていないのが現状です。しかし来日した中国観光客は日本の真

の姿をよく理解しているようですね。他方、日本から中国への渡航は中国のビザ取得条件がまだ

緩和されていないので、日本の旅行会社は中国への観光ツアー募集を再開していません。早期に

再開されることを願っているのですが…。 

 日中友好活動を押し進めるには、先ず双方からの人事交流が拡大し、双方が十分理解し合うこ

とが重要です。上記に列挙した両国政府間の問題は我々民間人が解決できる問題ではありません

が、政府に早期に対策を講じ解決してもらうように働きかけるとともに、我々日中民間人の交流

を活発化し、より一層双方の真の立場を理解して、友好関係を強化する必要があると思います。 

    ご報告 

神奈川県・遼寧省友好提携締結４５周年記念事業「神奈川県日中友好フェスタ」開催 

８月２７日（日）１１時から、かながわ県民センター２階ホールにおいて開催されました。県日中の

主催で県内にある 23 の地域日中友好協会及び関係団体が参加、ブースでの活動紹介、ステージでのア

トラクション等と内容は豊富・多彩！ 本会も、ブースの一角で展示による活動報告等をしました。 

         秋からの主な行事と催物 

１ 県日中主催「日中友好都市交流シンポジウム～草の根交流の意義と成果を探る～」 

９月 17日（日）13時 30分から。会場は、地球市民かながわプラザ１階会議室 

基調講演と、パネラーによる討論会。 本会の吉田浩二氏が参加します。 

２ 日中談話会 今後の日程と発表者（敬称略） 

 第３回 ９月１６日（土）午後１時１５分～、於・市民活動センター１階会議室 

 ※年度当初は９日（土）を予定していましたが、会議室の予約がとれなかったため変更しました。 

発表者 石井 功  テーマ…「魯迅と藤野先生」～日中友好の井戸を掘った師弟～ 

第４回 １０月１４日（土）午後１時１５分～、於・市民活動センター２階会議室 

発表者 高木 佑三  テーマ…「中国料理について」 

第５回 １２月９日（土）<予定>  発表者 吉田浩二  ※詳細は次号でご案内します。 

３ 秋季講演会 

１１月２６日（日）午後２時から、於・生涯学習センター大会議室 

講 師 宇都宮徳一郎先生（日中友好協会副会長、株式会社ミノファーゲン製薬社長 本会名誉顧問） 

会 場 シリウス６階 生涯学習センター大会議室 

演 題 「軍拡の時代に、宇都宮徳馬の軍縮論の意義を考える」 入場無料、事前申込不要 

４ 神奈川県・遼寧省青少年書画交流展 

〈瀋陽展〉１０月頃 〈神奈川展〉１１月２９日～１２月３日 神奈川県民ホールギャラリー 

５「生涯学習センターまつり」への参加 

来春２月１７日（土）、１８日（日）の両日開催され、本会もこれに参加します。活動報告の他に、

今回の特別展示は「日本と中国の文学」を予定しています。当企画の準備等に参加して戴ける方、是

非お申し出ください。ご一緒に、まつりを盛り上げましょう。          （事務局） 


